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教
員
に
批
判
的
な
意
見
を
書
い
た
ら

採
点
に
影
響
し
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う

不
安
を
感
じ
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
に

集
計
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

回
収
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

総
合
企
画
課
で
集
約
さ
れ
そ

の
後
マ
ー
ク
シ
ー
ト
部
分
の
機
械
集

計
と
自
由
記
述
欄
の
入
力
処
理
作
業

へ
進
み
ま
す
。
総
合
企
画
課
で
の
作

業
は
、
職
員
（
臨
時
職
員
含
む
）
が

担
当
し
ま
す
。

匿
名
性
は

保
た
れ
て
い
ま
す
か
？

処
理
の
プ
ロ
セ
ス
に
教
員
は
一

切
関
与
し
な
い
の
で
、
教
員
が

原
票
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
員
に
は
シ
ー
ト
Ａ（
ア
ン
ケ
ー
ト

項
目
欄
）を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
し
た

数
値
結
果
と
シ
ー
ト
Ｂ（
自
由
記
述

欄
）の
自
由
記
述
の
み
が
集
計
さ
れ

た
上
で
渡
さ
れ
ま
す
の
で
、個
人
を
特

定
さ
れ
る
よ
う
な
情
報
は
一
切
、教

員
に
は
渡
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
匿
名

性
を
高
め
る
た
め
昨
年
度
秋
学
期
よ

り
、自
由
記
述
を
タ
イ
ピ
ン
グ
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
の
で
、筆
跡
か
ら
記
入

者
が
判
断
さ
れ
る
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
自
由
記
述
欄
の
具
体
的

な
内
容
か
ら
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
場

合
が
あ
り
え
ま
す
が
、こ
の
点
だ
け
は

自
由
記
述
で
あ
る
以
上
や
む
を
得
ま

せ
ん
。
大
学
と
し
て
は
各
教
員
に
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
真
摯
か
つ
教
育
的
に

受
け
止
め
る
べ
き
こ
と
を
徹
底
す
る

よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

郵
送
で
コ
ス
ト
は

高
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

現
在
の
方
式
に
よ
っ
て
実
施
コ

ス
ト
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
、
従
来
の
１
科
目
１
枚
の

方
式
を
廃
止
し
、
履
修
科
目
す
べ
て

を
一
括
し
て
数
枚
の
用
紙
に
記
入
す

る
形
式
に
改
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

処
理
枚
数
が
大
幅
に
減
少
し
、
デ
ー

タ
処
理
の
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
配
布
枚
数
が
削
減
さ

れ
た
た
め
郵
送
が
可
能
と
な
り
、
従

来
の
配
布
回
収
の
た
め
に
要
し
た
膨

大
な
実
務
と
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
ま

し
た
。
人
件
費
な
ど
を
勘
案
す
る
と

単
純
に
比
較
で
き
ま
せ
ん
が
、
全
体

の
実
施
費
用
は
開
発
費
を
含
め
て
も

４
割
以
上
の
削
減
と
な
り
ま
す
。

学
生
と
し
て
、ど
の
よ
う
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
ら
え
る
べ
き
で
す
か
？

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
学
生
と
教

員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

橋
渡
し
を
す
る
も
の
で
す
。
授
業
に

対
す
る
不
満
や
満
足
を
表
明
す
る
だ

け
で
な
く
、
授
業
の
ど
こ
を
伸
ば
し

ど
こ
を
改
善
す
べ
き
か
を
考
え
る
た

め
の
材
料
と
な
る
建
設
的
な
コ
メ
ン

ト
を
期
待
し
ま
す
。
教
員
は
、
そ
れ

を
受
け
止
め
改
善
点
を
示
す
よ
う
努

力
し
ま
す
。ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
、

本
当
に
い
い
授
業
と
は
何
か
、
大
学

で
何
を
学
ぶ
べ
き
か
と
い
う
こ
と
も

あ
わ
せ
て
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

昨
年
度
よ
り
大
幅
に
制
度
が
変

わ
り
ま
し
た
が
、
変
更
内
容
と

変
更
理
由
は
何
で
す
か
？

一
昨
年
度
ま
で
実
施
さ
れ
て
い

た
「
授
業
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト
」

と
は
異
な
り
、
昨
年
度
春
学
期
か
ら

は
、
①
ア
ン
ケ
ー
ト
を
授
業
時
間
中

に
と
る
の
で
は
な
く
、
登
録
科
目
が

マ
ー
ク
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

学
生
の
自
宅
宛
に
郵
送
し
、
返
送
も

し
く
は
教
務
課
窓
口
で
回
収
す
る
、

②
授
業
期
間
終
了
後
に
実
施
し
、
採

点
終
了
後
に
結
果
を
発
表
す
る
、
と

い
う
方
式
に
改
め
ま
し
た
。

①
に
よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト

記
入
の
た
め
に
出
席
す
る
す
べ
て
の

授
業
で
10
数
分
か
ら
20
分
程
度
割
愛

し
て
い
た
時
間
が
節
約
で
き
、自
宅
で

じ
っ
く
り
考
え
て
記
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
授
業

に
出
席
し
て
い
な
い
学
生
も
ア
ン
ケ
ー

ト
に
参
加
で
き
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
を
担
当
教
員
の
前
で
記
入
せ
ず

教
員
が
回
収
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
、

公
平
性
と
匿
名
性
が
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
、手
渡
し
に
よ
る
配
布
も
れ
や
用

紙
の
紛
失
事
故
な
ど
も
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

②
に
よ
っ
て
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が

教
員
に
報
告
さ
れ
る
の
は
成
績
が
付

与
さ
れ
た
後
に
な
り
ま
す
の
で
、担
当

Q&Aこ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
は

何
で
す
か
？

授
業
改
善
は
大
学
に
と
っ
て

も
っ
と
も
重
要
な
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
で
す
が
、
そ
れ
を
個
々
の

教
員
ま
か
せ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
各
学
期
ご
と
の
授
業
改
善
の

進
捗
状
況
を
捉
え
る
全
学
的
な
共
通

指
標
を
確
立
し
、
改
善
の
努
力
を
促

進
す
る
こ
と
が
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

目
的
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

授
業
に
ど
の
よ
う
に

活
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
各
学
期
の

採
点
終
了
後
に
開
示
さ
れ
、
図

書
館
な
ど
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
た
だ
し
自
由
記
述
欄
に
つ
い

て
は
学
生
は
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
）。
各
教
員
は
学
生
の
授
業

全
般
に
対
す
る
評
価
・
感
想
・
要
望

な
ど
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
育
計

画
を
修
正
し
、
次
学
期
以
降
の
授
業

改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。
専
任
教
員

の
休
講
数
が
２
０
０
２
年
度
の
７
９

６
件
か
ら
昨
年
度
の
４
７
０
件
ま
で

減
少
し
た
こ
と
な
ど
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
端
的
な
成
果
と
い
え
ま
す
。
学

生
は
、
開
示
さ
れ
た
情
報
を
履
修
登

録
の
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
・
集
計
方
法
・

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
等
に
つ
い
て
の

質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

Q1A1

Q4A4

Q6A6Q7A7

Q5A5

Q2A2

Q3A3

実
施
日
程
・
調
査
方
法

04
年
度
の
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
は
春
学

期
、
秋
学
期
の
２
回
実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
は
、
春
学
期
は
７
月
22
日
に
、
秋
学
期
は

１
月
14
日
に
学
生
の
自
宅
宛
に
郵
送
さ
れ
、
郵

送
も
し
く
は
教
務
課
回
収
箱
に
提
出
す
る
方
式

を
と
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
マ
ー
ク
シ
ー
ト
（
シ
ー
ト
Ａ
）

と
自
由
記
述
（
シ
ー
ト
Ｂ
）
の
方
式
を
と
り
、

シ
ー
ト
Ａ
で
は
授
業
ご
と
に
「
学
生
の
出
席
状

況
」「
授
業
に
関
す
る
５
項
目
の
質
問
」「
授
業

の
問
題
点
」
に
つ
い
て
選
択
肢
を
設
け
ま
し
た
。

シ
ー
ト
Ｂ
で
は
学
生
か
ら
の
要
望
・
意
見
を
求

め
ま
し
た
。

ま
た
、
回
答
者
の
授
業
評
価
が
一
定
程
度
出

席
し
た
上
で
の
判
断
で
あ
る
か
ど
う
か
を
把
握

す
る
た
め
に
、
出
席
状
況
を
「
24
％
以
下
」

「
ほ
ぼ
全
回
欠
席
」
と
回
答
し
た
人
に
対
し
、

低
出
席
の
理
由
を
回
答
す
る
選
択
肢
を
設
け
ま

し
た
。

実
施
状
況

ア
ン
ケ
ー
ト
は
履
修
登
録

を
し
て
い
る
全
学
生
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
回
収
数
・

回
収
率
は
表
の
と
お
り
で
す
。

秋
学
期
の
回
収
率
が
低
か
っ

た
点
は
今
後
の
検
討
課
題
と

す
べ
き
で
し
ょ
う
。

春学期

秋学期

対象者数

8,576

8,426

回収数

3,687

2,013

回収率

42.99%

23.89%
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2004年度「学生による授業評価アンケート」全体集計結果 

授業形態別　出席状況（全学平均） 1 授業形態別　授業評価（全学平均） 単位 ％ 単位 ％ 3

授業形態別　授業の問題（全学平均） 4

授業形態別　低出席率理由（全学平均） 2

注 1：低出席率者とは、出席状況「24％以下」「ほぼ全回欠席」を選択した人の率を指しま
すが、回答者の評価がその授業に一定程度出席した上での判断かどうかを把握するた
めの作業上の基準であり、履修上必要な最低限の出席頻度を意味するものではありま
せん。 

注 2：複数回答可。値は低出席者数における回答数で表したものです。 

2004年度「学生による授業評価アンケート」の授業形態別
（外国語・講義・演習・体育）の全学的な平均値を報告します。
授業形態別の科目数は右表のようになっています。 

アンケート結果の分析（授業評価部分） 
講　義　春学期、秋学期ともにすべての評価指数で他の授業形態を下回った。＜担当教員の説明＞

＜難易度・進度＞などに対する不満が大きいが、＜テキスト・教材＞に対する不満は
外国語科目と比較して少なく、＜板書が見えにくい＞＜教員の話が聞き取りにくい＞
＜学生の私語が多い＞などの問題が大きい。 

外国語　＜授業の目標設定・内容＞＜担当教員の説明＞の評価指数は講義科目と比較して高い。
しかし＜難易度・進度＞の評価が他の指数と比較して低く、＜テキスト・教材＞に対す
る不満が比較的大きい。 

演　習　評価指数は全般的にかなり高い。8割以上の回答者が＜知的関心・教養、専門的知識・
技能を身につける上で役立った＞と評価している。外国語と比べても＜テキスト・教材＞
に対する不満は少ない。 

体　育　評価指数は全般的にきわめて高い。すべての質問項目で8割前後から9割の回答者が
＜そう思う＞＜ややそう思う＞と応えている。 注：複数回答可。値は回収数に対する回答数で出したものです。 

（注：外国語修得を目的とする科目でも、2単位の科目は講義科目としています） 

項　目 選択肢 
講　義 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

外国語 演　習 体　育 

低出席率者 

 

 

低出席率理由 

 

授業内容に不満 

必修科目外 

アルバイト 

就職活動 

クラブ・サークル 

不明（未記入） 

6.0 

19.9 

22.7 

8.7 

45.6 

5.0 

9.4

7.4 

23.0 

36.3 

14.4 

22.3 

3.0 

15.0

1.1 

27.6 

9.5 

12.4 

22.9 

1.9 

32.4

1.6 

38.8 

24.7 

8.2 

17.6 

3.5 

14.1

2.1 

7.0 

4.7 

7.0 

55.8 

9.3 

18.6

2.2 

16.7 

8.3 

8.3 

54.2 

12.5 

20.8

1.9 

26.7 

26.7 

6.7 

13.3 

6.7 

26.7

4.7 

31.6 

31.6 

15.8 

15.8 

10.5 

10.5

項　目 選択肢 
講　義 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

外国語 演　習 体　育 

 

 

出席状況 

100－75％ 

74－50 

49－25 

24％以下 

ほぼ全回欠席 

不明（未記入） 

74.5 

12.4 

5.5 

3.1 

2.9 

2.0

73.0 

12.6 

5.7 

2.6 

4.9 

1.8

92.2 

4.2 

0.8 

0.4 

0.7 

2.1

89.3 

6.2 

0.8 

0.5 

1.2 

2.3

87.8 

6.8 

1.8 

1.3 

0.8 

2.2

86.4 

7.7 

2.1 

1.3 

0.9 

1.9

89.2 

6.5 

0.9 

0.8 

1.2 

1.6

82.8 

9.5 

2.0 

1.0 

3.7 

1.5

4.3 

1.6 

9.9 

9.5 

8.2 

0.3 

1.6 

3.4

4.3 

1.2 

8.9 

8.5 

7.2 

0.6 

2.1 

4.0

5.7 

2.4 

3.0 

5.2 

1.8 

0.3 

2.7 

3.4

6.7 

2.4 

2.4 

3.8 

2.6 

0.8 

2.9 

3.5

2.5 

1.5 

1.0 

1.2 

0.7 

0.2 

1.9 

1.6

3.2 

1.4 

1.5 

1.0 

0.9 

0.5 

2.0 

3.5

0.0 

0.3 

0.0 

1.4 

0.8 

0.3 

0.4 

1.3

0.0 

0.0 

0.2 

1.7 

1.2 

0.2 

0.0 

2.5

項　目 選択肢 
講　義 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

外国語 演　習 体　育 

 

 

 

出席状況 

テキストや教材が適切でない 

宿題・課題が適切でない 

板書が見えにくい 

教員の話が聞き取りにくい 

学生の私語が多い 

未掲示休講がある 

教員の遅刻・早退が多い 

その他 

項　目 選択肢 
講　義 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

外国語 演　習 体　育 

1． 
この授業の
目標設定と
内容は適切
であった 

2． 
この授業の
担当数員の
説明はわか
りやすかった 

3． 
この授業は知
的関心・教養を
高めたり、専門
的知識・技能を
身につける上で
役立った 

4． 
この授業の
難易度・進
度は自分に
とって適切
であった 

5． 
この授業の
担当教員は
学生の質問
や要望に応
えた 

そう思う 

ややそう思う 

あまりそう思わない 

そう思わない 

わからない 

評価指数（ポイント） 

そう思う 

ややそう思う 

あまりそう思わない 

そう思わない 

わからない 

評価指数（ポイント） 

そう思う 

ややそう思う 

あまりそう思わない 

そう思わない 

わからない 

評価指数（ポイント） 

そう思う 

ややそう思う 

あまりそう思わない 

そう思わない 

わからない 

評価指数（ポイント） 

そう思う 

ややそう思う 

あまりそう思わない 

そう思わない 

わからない 

評価指数（ポイント） 

44.5 

36.0 

10.1 

3.4 

6.1 

0.7 

36.1 

34.4 

16.5 

7.9 

5.2 

0.5 

40.0 

35.8 

13.7 

5.4 

5.1 

0.6 

32.3 

36.6 

16.9 

7.5 

6.7 

0.5 

37.3 

31.8 

11.4 

4.8 

14.7 

0.6

46.8 

33.9 

8.7 

3.2 

7.5 

0.8 

39.0 

32.6 

15.1 

6.6 

6.7 

0.6 

43.4 

33.7 

11.5 

4.8 

6.6 

0.7 

35.5 

35.1 

14.9 

6.4 

8.1 

0.5 

39.5 

29.6 
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授業評価アンケートへの質問・問合せなどは総合企画課（中央棟2階）、または s_kikaku@stf.dokkyo.ac.jpまでお寄せください。

結
果
の
報
告

集
計
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
科
目
ご
と

に
集
計
さ
れ
、
各
教
員
に
春
学
期
は
11
月
５
日
、

秋
学
期
は
３
月
30
日
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
学

生
に
尋
ね
た
５
つ
の
質
問
項
目
に
つ
い
て
、
全

体
お
よ
び
出
席
状
況
別
に
選
択
数
（
率
）
を
表

記
し
、
こ
れ
を
同
じ
授
業
形
態
に
お
け
る
「
全

学
平
均
」
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
そ
う
思
う
＝
１
・
５
」「
や
や
そ
う

思
う
＝
０
・
５
」「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
＝
マ

イ
ナ
ス
０
・
５
」「
そ
う
思
わ
な
い
＝
マ
イ
ナ
ス

１
・
５
」「
わ
か
ら
な
い
＝
０
」
と
し
て
評
価
指

数
を
算
出
し
、
同
じ
授
業
形
態
の
全
学
平
均
と

比
較
表
示
さ
せ
、
教
員
が
自
分
の
授
業
の
評
価

の
位
置
付
け
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
自
由
記
述
欄
に
つ
い
て
は
春
学
期
に
つ
い

て
は
記
入
用
紙
を
そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー
し
て
教
員

に
渡
し
て
い
ま
し
た
が
、
個
人
が
特
定
さ
れ
る

と
の
懸
念
の
声
が
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
秋
学

期
か
ら
は
タ
イ
プ
打
ち
し
て
渡
し
ま
し
た
。

今
後
の
方
針

授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
教
員
は
学

生
の
授
業
に
対
す
る
評
価
・
感
想
・
要
望
な
ど

を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
育
計
画
を
修
正
し
、

教
育
方
法
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
教
員
が
、
学
生
と
の
双
方
向

的
な
や
り
と
り
を
通
し
て
、
学
生
と
と
も
に
授

業
を
作
り
上
げ
、
学
生
の
意
見
を
採
り
入
れ
な

が
ら
授
業
の
質
や
教
育
効
果
を
高
め
て
い
く
手

段
と
し
て
、
重
要
な
も
の
で
す
。

実
施
初
年
度
と
し
て
の
反
省
を
踏
ま
え
、
今

後
は
自
由
記
述
内
容
の
傾
向
を
大
学
と
し
て
分

析
す
る
こ
と
も
検
討
課
題
と
し
な
が
ら
、
05
年

度
も
改
善
点
を
修
正
し
な
が
ら
実
施
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


